
本賞は、わが国の電気保安行政の礎を築いた澁澤元治博士の崇高な

志を受け継ぎ、広く電気保安確保等にすぐれた業績をあげた方々に毎

年贈られており、権威ある賞として各界より認められています。

第５１回から、候補者の対象を広げるとともに基金を増やすなど、本賞

のさらなる充実を図っております。

候補者を多数ご推薦くださいますようお願いいたします。

澁澤元治博士文化功労賞受賞記念事業委員会

社団法人　日本電気協会

澁澤賞は、澁澤元治博士が昭和30年に文化功労者として表彰を受けられた栄誉を記念するため、昭和３１
年に設けられたものです。
博士は、当時の逓信省において、草創期の電力行政に貢献され、なかでも電気工作物規程（現在の電気

設備技術基準）の制定に心血を注がれ、わが国の電気保安行政の礎を築かれました。
また、教育者として、東京帝国大学の工学部教授、工学部長を歴任し、電気工学の発展につくされ、後に

名古屋帝国大学の初代総長を務められました。

第５４回澁澤賞
候補者推薦のお願い

平成２１年５月
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澁澤元治博士は「和を以って貴しと為す」を座右の銘
としていました。

やわらぎ



表彰規定（平成２１年度）

１．候補者の推薦
Ａ．功績ならびに候補者の資格

本賞は、電気の保安、信頼度の向上に関する様々な分野で顕著な功績をあげた方、長年にわたり地
道に業績をあげた方を広く顕彰する制度である。
候補者の資格として、下記盧～眈のいずれかに該当すること。

盧発明・工夫、設計・施工
電気の保安、信頼度の向上について、有効なシステム、機械器具、工具、工法、その他施設等の

発明・工夫、設計・施工を行い、その実用化後３年以上を経過してその有効性を実証した方。

盪電気技術規格・基準の制改定
電気技術規格・基準関係の委員会の委員等として、技術規格・基準の制改定を１０年以上にわた

り行い、電気の保安、信頼度向上について顕著な功績をあげた方。ただし、年数は通算とする。

注）「電気技術規格・基準関係の委員会」とは、電気技術や保安について独自の規格・基準を持つ団体等（電気、
電力、原子力、エネルギー、電機、機械、通信、電線、電設、土木、建設、消防、鉄道、標準、規格、品質保証等に
関係する機関、研究所等）が運営する委員会組織をいう。

蘯学術研究
大学、大学院、研究所等に在籍し、電気の保安、信頼度向上のための調査、研究、及びそのサポ

ート等を２０年以上にわたり行い、顕著な功績をあげた方。ただし、年数は通算とする。

注）「大学、大学院、研究所等に在籍」とは、大学、大学院、企業等の研究所又はそれに相当する機関で、
２０年以上にわたり電気の保安、信頼度向上のための調査、研究、及びそのサポートに従事した大学・
大学院の教官、研究員、技術員等。研究所等の職員については、前記に相当する地位の方をいう。

盻人材育成
学校・企業の研修所等の教育機関での教育・指導①、通信教育の添削指導②、試験実施機関での問

題作成③、専門誌等への執筆活動④等を通じて電気の保安、信頼度の向上のため電気関係の資格取得
者⑤を輩出させ、あるいは技術継承をはかる等、人材の育成を２０年以上にわたり行い、顕著な功績
をあげた方。ただし、年数は通算とする。

注）①「学校・企業の研修所等の教育機関での教育・指導」とは、高等専門学校、大学、大学院、又は電
力会社・電機メーカーならびにその協力企業等の技術研修施設・技術教育機関等において教育・指
導に従事し、技術継承や人材育成に貢献したことをいう。

②「通信教育の添削指導」とは、国が認定した通信講座の添削指導に従事したことをいう。
③「試験実施機関での問題作成」とは、電気主任技術者、電気工事士資格の試験実施団体、電気工事
施工管理技士資格の試験実施団体等で試験問題の作成に従事したことをいう。
④「専門誌等への執筆活動」とは、出版社又は電気関係の団体等が発行する電気関係専門誌への記事
を執筆したことをいう。
⑤「電気関係の資格取得者」とは、電気設備の工事、維持、運用に関する保安に携わる資格として、
電気関係の主任技術者（電気主任技術者、ダム水路主任技術者、ボイラー・タービン主任技術者）、
電気工事士、電気工事施工管理技士等の資格を取得した者をいう。

眈長年にわたる電気保安への功労
盧～盻項以外、あるいは盪～盻項にまたがり、電気の保安の確保、信頼度の向上について長年に

わたり顕著な功績をあげ、勤続または就業年数２０年以上の方。ただし、年数は通算とする。



Ｂ．候補者数
候補者は１件につき１名とする。ただし、特例として１件につき２名以上の候補者を推薦する場合は、グル

ープ表彰とする。（グループの場合は５名以内とし、グループ名および代表者名を明記すること。）

Ｃ．推薦者
候補者は、それぞれの所属会社または所属団体の推薦によること。

Ｄ．その他
すでに国より同種の表彰（電気保安功労者経済産業大臣表彰等）を受けている方については、推薦の対

象外とする。

２．推薦書
裏面の様式により、６部（正１部、副５部）を提出のこと。（参考資料添付可。ただし、参考資料添付の

場合は、推薦書を含めて片面２０枚以内で作成すること。）

３．推薦の締切
平成２１年７月１０日（金）必着のこと。

４．推薦書送付先

候補者の居住する地区の譖日本電気協会地方協会（澁澤賞推薦書在中と明記すること。）

５．受賞者選考

６．受賞者の発表
平成２１年１１月３日（文化の日） 本人・勤務先・推薦団体へ直接通知するほか、譖日本電気協会ホー

ムページ・電気新聞・電気協会報その他に発表。
平成２１年１１月下旬に贈呈式を行い、受賞者に賞状ならびに記念品を贈る。

（敬称略 ） 

●澁澤委員会 

東京大学　名誉教授 
正　田　英　介 

委員長 

経済産業省 原子力安 全 ・ 保安院 
審議官　 内　藤　伸　悟 

委 員  

元資源エネルギー庁 
長官官房審議官　 並　木　　　徹 

〃 

電気事業連合 会 
副会長　 森　本　宜　久 

〃 

譖 日本電気協会 
専務理事　 佐　野　清　一 

〃 

経済産業省　原子力安全・保安院 委 員  

独立行政法人　産業技術総合研究 所 〃 

独立行政法人　労働安全衛生総合研究所 〃 

総務省消防庁消防大学校　消防研究センター 〃 

東 京 消 防 庁  〃 

電 気 事 業 連 合 会  〃 

独立行政法人　原子力安全基盤機 構 〃 

全国電気管理技術者協会連合会 〃 

譖 電 気 学 会  〃 

譖 日 本 電 機 工 業 会  〃 

譖  電 気 設 備 学 会  〃 

譖  電 気 通 信 協 会  〃 

譖  送 電 線 建 設 技 術 研 究 会  委 員  
電 気 保 安 協 会 全 国 連 絡 会 議  〃 
譛 電 気 安 全 環 境 研 究 所  〃 
譖 日 本 電 設 工 業 協 会〃 
譛 電 力 中 央 研 究 所〃 
譖 日 本 鉄 道 電 気 技 術 協 会  〃 
全日本電気工事業工業組合連合会 〃 
電 気 安 全 全 国 連 絡 委 員 会  〃 
北 海 道 電 力 ㈱〃 
東 　 京 　 電 　 力 　 ㈱〃 
九 　 州 　 電 　 力 　 ㈱〃 
譖 日 本 電 気 協  会 〃 

●受賞者選考委員会 

元資源エネルギー庁　長官官房審議官　 並　木　　　徹 委員長 

北海道電気協会 〒０６０－００４１ 札幌市中央区大通東３－２ TEL（０１１）２２１－２７５９ 
東北電気協会 〒９８０－００２１ 仙台市青葉区中央２－９－１０ TEL（０２２）２２２－５５７７ 
関東電気協会 〒１００－０００６ 東京都千代田区有楽町１－７－１ TEL（０３）３２１３－１７５７ 
中部電気協会 〒４６０－０００８ 名古屋市中区栄４－６－１５ TEL（０５２）２５２－５０１１ 
北陸電気協会 〒９３０－０８５８ 富山市牛島町１３－１５ TEL（０７６）４４２－１７３３ 
関西電気協会 〒５３０－０００４ 大阪市北区堂島浜２－１－２５ TEL（０６）６３４１－５０９６ 
中国電気協会 〒７３０－００４１ 広島市中区小町４－３３ TEL（０８２）２４３－４２３７ 
四国電気協会 〒７６０－００３３ 高松市丸の内２－５ TEL（０８７）８２２－６１６１ 
九州電気協会 〒８１０－０００４ 福岡市中央区渡辺通２－１－８２ TEL（０９２）７４１－３６０６ 
沖縄電気協会 〒９００－００２９ 那覇市旭町１１４－４ TEL（０９８）８６２－０６５４ 



推 薦 書 様 式  

澁 澤 賞 候 補 者  
推 薦 書  

推薦区分１～５の別 

1 2 3 4 5

候 

補 

者 

推 

薦 

理 

由 

推薦会社 
・団体名 
（所在地 ・電 話） 
（ 連絡担当 者） 

（ふりがな ） 

氏　　名 
生　年　月　日 

自宅住所 

略　　歴 

賞　　罰 

（概　要 ） 

勤務先 
およ び所 在 地 

※グループの場合、グループ名および代表者名 
（例：○○の開発グループ　代表者○○他○名 ） 

〒 

〒 （電　話） 

概要は、３５文字×２５行以内で簡潔に作成 

して下さい 。 

所属 氏名 
〒 （電話） 

印 

○推薦書作成上の注意点
１．「推薦書」は、Ａ４判の用紙１枚に、本様式を基に作成してください。
２．「推薦区分１～５の別」欄は、表記表彰規定の１．候補者Ａ欄の盧～眈のいずれか推薦する区分に応じて一つを○で囲んでください。
３．「候補者」の欄は、グループの場合には代表者を記入し、他の候補者は別紙に記入の上、添付してください。
４．「推薦理由」の欄

盧の場合：発明・工夫または設計・施工した当該システム、機器その他施設等の構造、工法、性能、特長、有効性、開発年度、
生産台数等について、できるだけ実績を基にして記入してください。

盪の場合：参加した委員会組織、制改定に携わった電気技術規格・基準の名称及び概要、実働年数など、具体的に実績を基
にして記入してください。

蘯の場合：調査、研究及びそのサポート等を行った学術研究の名称及び概要、実働年数など、具体的に実績を基にして記入
してください。

盻の場合：人材育成や技術継承に携わった実務の概要、実働年数など、具体的に実績を基にして記入してください。
眈の場合：上記盧～盻項以外、あるいは盪～盻項にまたがり電気保安確保に関係した実務の概要、勤務年数など、具体的に

実績を基にして記入してください。
５．参考資料は、Ａ４判の用紙に作成し、別途添付してください。（ただし、推薦書を含めて、片面２０枚以内に収めてください。）
６．推薦書及び参考資料は、６部（正１部、副５部）を提出してください。（副５部は、コピー可）
７．問合せ先　譖日本電気協会　澁澤委員会事務局　〒１００－０００６東京都千代田区有楽町１－７－１ TEL（０３）３２１６－０５５４

※お預りしました個人情報については、澁澤賞に関連する事柄にのみ使用いたします。


